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Ｂ 8 ：うーん。





























この話し手（Ａ）の発話において出てくる「よ」（Ａ 1 ）「の・もの」（Ａ 5 ，Ａ19）
といった文末形式，またはのばして発音される言いさし「ごはんとー」「よるー」（Ａ
3 ，Ａ11），上昇イントネーションで発音される（Ａ 7 ）表現などは，いずれも聞き手
にあいづちを打ってほしいという暗示，合図とも考えられる。こうした言語表現を用い
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8 ： さっきより，だいぶ熱，下がった。うん。よかったね。いまはー， 7 度。 7 度に
なった。うん，よかったね，でもね，休んどられ。
9 ：どっか行くが？寝られ，寝られ。うん？やが？
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